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要 約   

ピラゾール環を有する殺虫剤である「トルフェンピラド」（IUPAC：4・クロ  

ロ・3・エチル十メチル」V－［4・b一トリルオキシ）ベンジル］ピラゾール・5－カルポ  

キサミド）にっいて、各種毒性試験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（なす、  

キャベツ、もも）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性毒性（ラ  

ット、 マウス）、亜急性毒性（ラット、マウス、イヌ）、慢性毒性（イヌ）、  

慢性毒性／発がん性（ラット）、発がん性（マウス）、2世代繁殖（ラット）、  

発生毒性（ラット、ウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、発がん性、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。   

各試験の無毒性量の最小値はラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併合  

試験の0．56mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100  

で除した0．0056mg／kg体重／日を⊥日摂取許容量（ADI）と設定した。  
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Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：トルフェンピラド  

英名：tOllfenpyrrad（ISO名）  

3．化学名   

IUPAC  

和名：4－クロロ・3一エチル・1・メチルーⅣ－［4一也－トリルオキシ）ベンジル］ピラゾ ールー5  

・カルポキサミド  

英名：4－ChloroT3・ethyl・1－methyl－N・［4・b・tOllyloxy）benzyl］pyrrazole・5  

・Carboxamide  

CAS（No．129558・76－5）   

和名：4－クロロー3－エチルー1－メチルーⅣ－【【4・（4・メチルフエノキシ）フェニル］メチル］  

－1月ニピラゾールー5－カルポキサミド   

英名：4・Chloro，3・ethyl－1－methyl－N・［［4・（4・methylphenoxy）phenyl］methyl］  

－1Hpyrrazole・5－Carboxamide  

5．分子i  

383．9  

4．分子式  

C21H22CIN302  

6．構造式  

・J 軌範冒尉／0＼但、・、叫      1  
CH30  

7．開発の経緯   

トルフェンピラドは、1991年に三菱化学株式会社により開発されたピラゾール環を有す   

る殺虫剤であり、その作用機構は主にミトコンドリアにおける電子伝達系の阻害によるも   

のと考えられる。トルフェンピラドは、海外ではいずれの国においても登録されていな   

い。我が国では2002年4月24日に野菜、茶等を対象に初めて登録され、原体ベースで   

28トン（平成14農薬年度）生産されている。（参照1）   

また、2006年1月に日本農薬株式会社より農薬取締法に基づく登録申請（適用拡大：   

非結球レタス、ネクタリン、さやえんどう等）がなされ、参照86，87の資料が提出され   

ている。  
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Ⅱ．試験結果概雇   

各種運命試験（Ⅱ－1～4）は、トルフェンピラドのピラゾール環の3位炭素を14Cで標   

識したもの（pyr－14C－トルフェンピラド）及びトリル環の炭素を均一に14Cで標識した   

もの（tol－14C－トルフェンピラド）．を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特   

に断りがない場合トルフェンピラドに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等略称は   

別紙1及び2に示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）ラットにおける動物体内運命試験（早回投与）  

Fischerラット（一群雌雄4～5匹）にpyr－14C・トルフェンピラド1mg／kg体．重（低   

用量）、20mg／kg体重（高用量）又はbl－14C一トルフェンピラドを1mg／kg体重（低   

用量）1の用量で単回経口投与し、動物体内運命試験が実施された。  

全血中放射能濃度の推移は表1に示されている。  

表1全血中放射能濃度推移  

投与量   低用量（1mg／kg体重）  商用量（20mg／kg体重）   

性別   雄   雌   雄   雌   

Tmax（hr）   2   4～6   6／－8   4′～12   

Cmax（けg／mL）   0．268～0．304   0．253～0．284   1．93／－2．22   2．23′－2．37   

Tl／2（hr）   12．1′～16．4   11．0～27．6   12．6～16．3   11．5～14．2  

トルフェンピラドは投与後72時間以内に総処理放射能（TAR）の80％以上が排出さ  

れた。投与後168時間の糞中排i世率は88．2～93．2％TAR、尿中排i世率は1．7～3．0％TAR  

であり、呼気中排出率は0．1％TAR未満であった。pyr－14C－トルフェンピラド投与後48  

時間の胆汁中排泄率は51．3～69．5％TARであった。主要な組織の残留放射能は表2に  

示されている。（参照3）  

表2 単回投与における主な組織の残留放射能（けg／g臓器）  

投与条件  Tmax付近※   投与168時間後   

肝臓（5．40），胃（1．92），小腸（1．68），腎  
雄  全ての組織で0．08以下  

pyr－14C－  臓（1．35），心臓（0．795），血祭（0．425）  

トルフェンヒ○ラド  肝臓（5．70），胃（1，96），小腸（1．46），腎   

（低用量）  雌    全ての組織で0．08以下     臓（1．38），褐色脂肪（1．11）心臓（0．877），  

血祭（0．580）   

tol－14C－   肝臓（5．粥），胃（2．47），小腸（1．84），腎臓   

雄    全ての組織で0．08以下  トルフェンヒ○ラド   （1．65），褐色月旨肪（0．92執心臓（0．890），   

（低用量）  血祭（0．459）   

1全血中放射能濃度推移試験においては20mg／kg体重（高用量）投与群も実施された。  
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肝臓（5．74），胃（2．08），小腸（1．4軌腎  

雌   臓（1．41），褐色脂肪（1．39）心臓（0．883），  

血柴（0．647）  

胃（25．2），肝臓（18．6）ノ」、腸（13．亜，大腸  
骨髄（1．6），脂肪（1．27），褐  

雄   （5．85），腎臓（4．8鉄血購（4．14），褐色  
pyr－14C－  

脂肪（3．12）心臓（2．79）  
色脂肪（1．11），皮膚（0．99）  

トルフェンヒ0ラド  

胃（22．0），肝臓（20．帆引揚（12．7），大  
（商用量）  骨髄（2．6），皮膚（1．64），脂  

雌   腸（6．92），血祭（5．50），褐色脂肪  
肪（1．42）   

（5．17），腎臓（4．95）心臓（3．06）  

※低用量：投与4時間後、高用量：投与6時間後   

投与後48時間までの尿及び糞への排泄において、 尿中ではトルフェンピラドは認  

められず、代謝物は全て1．0％TAR以下であった。糞中ではトルフェンピラドが4．1  

～15．1％TAR、代謝物としてPT－CA、Sul－OH－PT－CA及びOH－PT－CAがそれぞれ23．9  

～48．9％TAR、5．3～11．7％TAR及び6．4～12．9％TAR認められた。投与後48時間ま  

での胆汁中には、トルフェンピラドが N．D．～0．7％TAR認められ、代謝物として  

PT－CA・TA、PT－CA－GA、PT・CA（それぞれの代謝物の合計）、Sul－OH・PT・CA及び  

CO－PTがそれぞれ31．3～42．9％TAR、4．7～7．7％TAR及び3．7～7．4％TAR認められ  

た。   

pyr－14C－トルフェンピラドを低用量又は高用量投与し、血祭、肝、腎及び白色脂肪  

中の代謝物濃度測定の結果、トルフェンピラドはほとんど認められず、主要代謝物は  

PT・CAであり、検出された代謝物量の約90％を占めていた。用量及び性差による代  

謝物の生成パターンに差異は認められなかった。   

トルフェンピラドの主要代謝経路はトリルオキシ環のメチル基の酸化（PT－CA）及  

びそれに続くピラゾール環のエチル基等の酸化（OH－PT－CA）、抱合（Sul－OH－PT－CA）  

であり、ベンジルアミン部分のC・N結合の開裂はわずかであると考えられた。（参照  

4）  

（2）ラットにおける高用土経口投与時の血策中濃鹿及び消化管内残存率   

SDラット（一群雄各5匹）にpyr－14C・トルフェンピラドを単回強制経口（16O，32O   

mg／kg体重）投与し、トルフェンピラドの高用量経口投与時の血祭中濃度及び消化管   

内残存率が測定された。   

投与6時間後の血祭中濃度は、160mg／kg体重投与群で4．08～8．34Llg／mL（7時間   

後に死亡した1例16，7けg／mLを除く）、320mg／kg体重投与群で5．18～6．97順／mL（死   

亡動物を除く）であった。160mg／kg体重投与群では72時間後には1O．3～18．OLlg／mL   

となり、168時間後でも顕著な低下は認められなかった。320mg／kg体重投与群では  

168時間後で11，8～19．1帽／mLとなった。   

168時間後の胃内容物中の放射能残存率は、160mg／kg体重投与群では0，2～29．7％   

TARとばらつきが大きく、320mg／kg体重投与群では48．4～53．5％TARであった。小   

腸内容物中の放射能残存率は両投与群で1．9～4．8％TARであった。  

－9－   



胃内からの放射能排泄が遅れた理由として、本試験の胃内容物中残存放射能は生理   

食塩液による洗浄で容易に回収されたことから、消化管壁に固着されているのではな   

く内容物中に混在していると考えられることと、小腸内容物中残存率が約3％と少な   

いことから、トルフェンピラドの致死量投与により胃の運動が抑制されることによる   

ものと考えられた。（参照5）   

（3）ラットにおける動物体内運命試験（反復投与）  

Fischerラット（一群雌雄各5匹）にpyr・14C・トルフェンピラド又はtol・14C－トルフ   

ェンピラド（雄のみ）を、1mg／kg体重／日の用量で14日間反復強制経口投与する、   

動物体内運命試験が実施された。  

14日間反復投与後の全血中におけるTmax、Cmax及びTl／2は雄でそれぞれ8時間、   

0．26～0．30岬／mL及び18．6～20．7時間であり、雌で12時間、0．引恒g／mL及び45．8   

時間であった。  

最終投与後168 時間での糞中排泄率は 92．1～94．9％TAR、尿中排泄率は 2．2～   

3．．4％TARであった。主要な組織の残留放射能は表3に示されており、単回投与時と   

類似した分布傾向であった。（参照6）  

表3 反復投与における主な組織の残留放射能（比g／g臓器）  

投与条件  Tmax付近※   投与168時間後   

肝臓（7．77），腎臓（2．98），褐色脂肪  

（3．01），大腸（1．87），小腸（1．86），脂肪  

雄    （1．38），骨髄（1．48），心臓（0．951），  

皮膚（0．748），胃（0．602），副腎（0．55），  

pyr－14C－  血祭わ．516）   

トルフェンヒ0ラド  肝臓（11．凱褐色脂肪（7．27），骨髄  

（3．06），腎臓（2．88），大腸（2，16），脂肪  

雌    （1．66），小腸（1．35），心臓（0．906），  

副腎（0．91），皮膚わ．888），甲状腺  

（0．72），血祭（0．710）   

肝臓（8．8軌腎臓（3．55），褐色脂肪  

（3．02），大腸（1．75），小腸（1．39），骨髄  
toト14C－  

トルフェンヒ0ラド   

雄    （1．28），脂肪（1．40），皮膚（0．803），  

心臓わ．731），胃（0．368），膵臓（0．324），  

血柴わ．311）   

※投与12時間後  

14日間反復投与後24時間以内における尿及び糞への排泄において、 尿中ではトル  

フェンピラドは認められず、代謝物は全て1．0％TAR以下であった。糞中ではトルフ  

ェンピラドが0．6～1．1％TAR、代謝物としてPT－CA、Sul－OH・PT－CA及びOH－PT・CA  
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がそれぞれ57，2～65．2％TAR、12．5～16．4％TAR及び11．1～13．8％TAR認められ、そ  

の他はいずれも2％TAR未満であった。   

pyr・14C一トルフェンピラドを14日間反復投与後、血祭中にはトルフェンピラドは認  

められず、ほとんどがPT・CAであった。   

尿中、糞中の代謝物のパターン及び分布割合については、反復経口投与と単回経口  

投与の間でほとんど差は認められなかった。（参照7）  

（4）ラットにおける胎盤透過性及び乳汁中移行性試験  

SDラット雌（妊娠、一群各4匹）にpyr－14C・トルフェンピラドを3mg／kg体重単回   

経口投与し、胎盤透過性及び乳汁移行性試験（投与24時間後まで測定）が実施され   

た。  

母体血祭及び胎児中の放射能は投与後12 時間で最高濃度に達し、母体血柴で   

2．9恥g／mL、胎児ホモジネートで0．87叫g／gであり、母体血祭中及び胎児ホモジネー   

ト中の代謝物の大部分はPT－CAであった。  

乳汁中の放射能は投与後12時間で最高濃度に達し、母体血祭で0．8釦g／mL、乳汁   

で23．糾g／mLであった。乳汁中の代謝物の大部分は、PT－CAのメチルエステル体   

（PT－CA－Me）であった。  

乳児血祭中の放射能は経時的に上昇し、母動物にpyr－14C一トルフェンピラドを投与   

後12時間以降は母体血祭濃度を上回った。乳児血祭中の代謝物の大部分はPT・CAで   

あった。（参照8～11）  

（5）ラット肝臓S・9血血系における代謝試験   

it2t4tt・OR謝系（ラット肝S－9、4mL）にpyrq14C－トルフェンピラド0．1mg又は1mg、   

tol－14C一トルフェンピラド0，1mg及び非標識体1mgを加え、37℃で3時間インキエペ   

－ションし、血川東川代謝試験が実施された。  

トルフェンピラドが10．2～12．4％TAR検出され、主要代謝物としてOH－PT－CA、   

PT－CA及びCO－PT・CAがそれぞれ24．5～32．4％TAR、13．4～16．2％TAR及び9．3～   

13．2％TAR検出された。その他、12種類の代謝物が検出及び同定されたが、いずれも   

8％TAR以下であった。  

トルフェンピラドの肝血”加代謝系での主要代謝経路は、ピラゾール環のエチル   

基の山一1位の酸化及びトリルオキシ環のメチル基の酸化であり、その他、ベンジルア   

ミン部分の開裂、Ar－メチル部分の脱メチル化、ピラゾール環のエチル基のビニル基へ   

の変換であると考えられた。（参照12）  

2．植物体内運命試験  

（1）なす  

ナス（品種：千両2号）を用いて、 植物体内運命試験が実施された。本試験で用い  

られた試験設計概要は以下の通りであった。  
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tolまたはpyr－14C－  
標識体   tol－14C－トルフェンピラド  

トルフェンピラド   

試験区分   ①   ②   ③   

処理方法   水耕液処理   葉面に塗布処理   果実及び葉に塗布処理   

処理時の植物  
播種3週間後   

体ステージ  
播種10週間後   播種10週間後   

菓中央部の主菜脈に対し  果実及び着果部位直下の  
処理部位   根部からの吸収  

て直交させて帯状に塗布   菓の裏表   

検体採取日  処理後1、2、4日  塗布直後、塗布後7、28日  塗布後3、7、14、28日   

投与濃度   1止g／mL   7．5mg／mL   75叫g／mL  

試験①では、植物体への放射能の移行は経時的に増加したものの根から茎及び菓へ  

の移行は少なく、4日後に53．9％TARが根で、0．4％TARが葉で、0．2％TARが茎で認め  

られた。   

試験②で実の中央に塗布された放射能は葉脈沿いに移行し、28日後では実の先端方  

向の全面に分布したが、基部の方向への移行はほとんど認められなかった。   

試験③では、処理業及び果実とも表面に放射能が残留しており、28 日後で87．1～  

91．8％TARが表面に分布していた。非処理の葉及び果実における分布は0．1％TAR未  

満であり、非処理部位への移行は認められなかった。   

葉ではトルフェンピラドが89．5～93．6％TAR（132～206mg／kg）、主要代謝物として  

PT－OH、OH－PT、PT－CA及びDM・PTが認められたが0．2～0．3％TAR（0．3～0．7mg／kg）  

程度であり、その他の同定された代謝物はいずれも0．2％TAR（0．4mg／kg）以下であっ  

た。   

tJOl－14C－トルフェンピラド特有の代謝物としてT・AMが認められたが、28 日後で  

0．4％TAR（0．4mg／kg）であった。果実ではトルフェンピラドが92．2～93．6％TAR（0．76  

～0．80mg／kg）、主要代謝物としてPT－OH、OH・PT、PT・CA及びCO・PTが認められ  

たが0．2～0．4％TAR（0．002～0．003mg／kg）程度であり、その他の同定された代謝物は  

いずれも0．3％TAR（0．002mg／kg）以下であった。tOl－14C・トルフェンピラド特有の代謝  

物としてT－AMが認められたが、28日後で0．1％TAR（0．001mg／kg）であった。   

トルフェンピラドはなすにおいてはほとんど代謝されないが、代謝経路は、トリル  

環メチル基の水酸化（PT・OH）及びピラゾール環のエチル基の山・1位の水酸化  

（OH・PT）及び酸化（CO－PT）、その他、ベンジルアミン部分のC－N結合の開裂（T・AM）  

及びピラゾール環1位の脱メチル化（DM－PT）と考えられた。（参照13）  

（2）キャベツ  

tol－14C・トルフェンピラド又はpyr・14C・トルフェンピラドを含む処理溶液   

（0．5mg／mL）を結球肥大期のキャベツ（品種：秋徳）に1ポット当たり8mLで地上   

部全面に散布し、処理直後、7、14、28日後（pyr・14C・トルフェンピラドは28日後の   

み）に採取し、キャベツにおける植物体内運命試験が実施された。  
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tol－14C－トルフェンピラドのキャベツにおける総残留放射能（TRR）は処理直後で  

80．0％TARであったが、28日後には58．9％TARに減少した。植物体中における分布  

は、処理直後では外菓に90．6％TRR、結球に9．4％TRRであり、28日後では外菓に  

99．7％TRR、結球に0．3％TRRであった。処理28日後の外菓ではトルフェンピラドが  

55．0％TRR（4．63mg／kg）、主要代謝物としてOH－PT、OH・T・CA、OH－T－OH及び  

CA－T・AMがそれぞれ6．4％TRR（0．54mg／kg）、3．9％TRR（0．33mg／kg）、3．7％TRR（0．31  

mg／kg）及び2．4％TRR（0．20mg／kg）認められ、その他の同定された代謝物はいずれも  

1．9％TRR（0．16mg／kg）以下であった。処理28日後の結球ではトルフェンピラド及び  

代謝物はいずれも0．1％TRR（0．03mg／kg）未満であった。   

pyr・14C一トルフェンピラドのキャベツにおける総残留放射能は28日後で89A％TAR  

であった。植物体中における分布は外菜に97．2％TRR、結球に2．8％TRRであった。  

処理28日後の外葉ではトルフェンピラドが49．8％TRR（4．71mg／kg）、主要代謝物とし  

てOH・PT、OH－PT－OH、OH・PT－CA及びPCAがそれぞれ7．89％TRR（0．75mg／kg）、  

3・40％TRR（0．32mg／kg）、2．93％TRR（0．27mg／kg）及び2．11％TRR（0．20mg／kg）認めら  

れ、その他の同定された代謝物はいずれも1．6％TRR（0．15mg／kg）以下であった。処理  

28日後の結球ではトルフェンピラドが0．41％TRR（0．034mg／kg）が認められ、代謝物  

はいずれも0．16％TRR（0．018mg／kg）未満であった。   

トルフェンピラドはキャベツでは比較的容易に吸収され、多くの代謝物に分解され  

るが、結球への移行性は低く、代謝経路は、ピラゾール環のエチル基の山・1位の水酸  

化（OH－PT）、ピラゾール環及びトリルオキシベンジル基の結合部分の酸化的分解及  

びアミド結合の加水分解（T－AM）、開裂の結果生じるトリルオキシベンジル部分の  

アルキル基の酸化（T－CA）であると考えられた。（参照14～15）  

（3）もも  

tDl－14C－トルフェンピラド又はpyr－14C・トルフェンピラドを含む処理溶液（1．Omg／mL）   

を、もも（品種：紅清水）の果実が着果した一枝全面に4mL散布し、tOl－14C－トルフェン   

ピラド処理では処理直後、14、28、56日後に菜、茎、果実を、pyr－14C一トルフェンピラ   

ド処理では56 日後に葉と茎、53 日後に果実を、それぞれ採取し、ももにおける植物体   

内運命試験が実施された。  

tol・14C・トルフェンピラドのももにおける総残留放射能は、処理直後で32．6％TAR、   

56日後で32．8％TARであり経時的な変化は少なかった。56日後の植物体中における   

分布は、処理葉、茎及び果実でそれぞれ83．1％TRR、7．5％TRR及び9．3％TRRであり、   

果実に残留する放射能の95％以上は果皮に存在した。非処理業への分布は0．1％未満   

であった。  

処理56日後の葉ではトルフェンピラドが20．0％TRR（12．4mg／kg）、主要代謝物とし   

てPT・CA、CA－T－CA及びT－CAがそれぞれ9．1％TRR（5．6mg／kg）（抱合体を含む。以   

下同様）、9．1％TRR（5．7mg／kg）及び5．1％TRR（3．2mg／kg）認められ、その他の同定さ   

れた代謝物はいずれも2，0％TRR（1．2mg／kg）以下であった。56日後の果実には1．02   

mg／kgの残留放射能が認められ、そのうちトルフェンピラドが0．79mg／kg残留し、   

その他の代謝物は0．02mg／kg以下であった。処理56日後の果肉ではトルフェンビラ  
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ドは認められず、代謝物としてCA・T・CAの抱合体が0．2％TRR（0．02mg／kg）認められ  

た。   

pyr・14C一トルフェンピラドのももにおける総残留放射能は、処理56 日後で  

23．5％TAR であった。植物体中における分布は処理葉、茎及び果実でそれぞれ  

86．1％TRR、7．28％TRR及び6．62％TRRであり、果実に残留する放射能のうち86．4％  

は果皮に存在していた。菓ではトルフェンピラドが28．1％TRR（21．1mg／kg）、主要代  

謝物としてPT－CA、OH－PAM、PT－OH及びOH－PT－CAがそれぞれ14．6％TRR（11．O  

mg／kg）（抱合体を含む。以下同じ）、7．8％TRR（5．82mg／kg）、3．8％TRR（2．83mg／kg）  

及び2．8％TRR（2．06mg／kg）認められ、その他の同定された代謝物はいずれも  

1．87％TRR（1．40mg／kg）以下であった。果皮ではトルフェンピラドが4．28％TRR（8．24  

mg／kg）認められ、同定された代謝物はいずれも0．06％TRR（0．12mg／kg）以下であった。  

果肉ではトルフェンピラドが0．02％TRR（0．003mg／kg）とわずかしか認められず、代  

謝物としてOH－PAMが0．26％TRR（0．035mg／kg）認められしその他の同定された代謝  

物はいずれも0．02％TRR（0．003mg／kg）以下であった。   

トルフェンピラドのももにおける主要代謝経路は、トリルオキシ環のメチル基の酸  

化（PT・CA）と、ピラゾール環とトリルオキシベンジル基の結合部分の酸化的分解及び  

アミド結合の加水分解（OH－PAM）、開裂して生成するトリルオキシベンジル部分のア  

ルキル基の酸化（CA－T－CA）であると考えられた。（参照16～17）  

8．土壌中運命試験  

（1）土壌中運命拭験（好気的条件、嫌気的条件、滅菌条件）  

pyr－14C・トルフェンピラド又はtol－14C一トルフェンピラドを、軽埴土（茨城土壌・高   

知土壌）に乾土あたり0．75mg／kgとなるように混和し、好気的条件下で、茨城土壌  

で91日間、高知土壌で183日間、嫌気的条件下及び滅菌条件下では28日間、30℃で  

インキュベー卜し、土壌中運命試験が実施された。  

トルフェンピラドの土壌中での消失速度は土壌の種類による影響は少なく、半減期  

は好気的条件下で3～5日、90％減衰期間は29～34日、嫌気的条件下での半減期は127  

～179日であった。好気的条件における主要分解物はPT－CAであり、茨城土壌では7   

～14日後に29．5～31．9％TAR（0．22～0．24mg／kg）、高知土壌では3日後に14．9～15．1％   

TAR（0．114～0．468mg／kg）で最大となった。その他、PCA、PT（A）・40Hが、それぞ   

れ最高値で12．5～15．8％TAR（0．094～0．119mg／kg）、4．5～4．6％TAR（0．034～0．035   

mg／kg）認められ、その他の分解物はいずれも2％TAR（0．015mg／kg）以下であった。挿   

発性物質としてCO2が試験終了時に茨城土壌で1三Z．9～42．1％TAR、高知土壌で39．8   

～72．2％TAR認められた。揮発性有機物の発生は認められなかった。非抽出残留物は   

pyr標識体がtol標識体よりも多く、茨城土壌で91日後に3O．7～50．9％TAR、高知土   

壌で183日後に14．6～32．6％TARであった。  

嫌気的条件における主要分解物はPT・CAであり、28日後に2．3～7．5％TAR認め  

られた。滅菌土壌ではトルフェンピラドのみが認められた。  

トルフェンピラドの主要分解経路はトリルオキシ環のメチル基の酸化（PTtCA）、そ   

れに続くトリル環の開裂（PT－OH）及びアミド結合の開裂（PCA PAM）であり、最終的  
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